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この工事は､元来､水田地帯であったとこ
ろに新設の道路を設置するもので､工事内
容としては､盛土工・排水工・舗装工等が
主なものであった。
この中で､現場の課題としてひとつは盛

土工であった。盛土を行う現地盤が軟弱で
あり、また排水工での堀削土も盛土材とし
て流用しなければならず、セメント改良を
行う必要があった。これに関しては、土質
試験を行った結果､適切な量の改良材を用
い、また周辺の農作物に影響のない様、飛
散防止型のもので対応した。
これとは別に、もうひとつの課題として

あげられるのが、農業用水の確保である。
今回の工事では､水田地帯の中ということ
で既設の用水路の上に道路が通ることにな
り、その用水路の機能及び周辺の水田への
用水を確保する必要があった。当初の計画
では、道路の排水路を用水路としても利用
し、道路を横断させ、それぞれの水田へと
導くものであった。その中で今回の失敗と
いえる用水路の問題が発生した。
その問題とは､計画通りに既設用水路か

ら道路排水路を通り、それぞれの水田へ用
水が確保できるように施工したはずが、そ
の既設水路は水路として使用できなかった
のである。
その既設水路は､その水田の持ち主が個

人で利用する為に自分の水田内に設置した
水路であり､他の人の用水路としての使用
は認められないため、別のルートを考えな
ければならなかった。そしてこの問題が発
覚したのは盛土工・排水工もほぼ完成して
おり、舗装工を残す時期だったため、完成
した盛土・排水路を再度､やり直さなけれ
ばならなかった。
この対処として行ったのは､図－1のよ

うに新たに別の水田内に水路を設置させて
もらい、道路排水路へとつなぎ、新たに
桝・横断管を設置し､道路向かい側の排水
路に渡し、それぞれの用水の確保を行った。
この時、すでに完成していた排水路では勾
配を確保するには、横断管の延長があまり

にも長くなる為、勾配が確保できるまでの
区間に新たな水路を設置した。この結果、
舗装工も取りかかれず、工期も延長せざる
を得ない結果となり、失敗につながったと
いえる。
この失敗の原因は、地元関係者および発

注者とのコミュニケーション不足というし
かない。もちろん地元説明会も行い、水田
の持ち主や水利関係の責任者等とも十分に
話し合う機会を持ったつもりであったが、
この地域は圃場整備も行われておらず、水
利関係が複雑で我々施工側、発注者、地元
の方にいたっても、認識に漏れがあり、今
回のようなことが起こってしまったといえ
る。今回の場合でも、問題なく水田には水
が入るのであるが、いくつかある池の水で
も権利のない水は横を流れていても使用で
きないのである。
このような問題がある以上、地元関係

者・発注者とのコミュニケーションは最も
重要なもののひとつで決しておろそかにし
てはならないと痛感した。今後、これを教
訓として、このような失敗が起こらぬよう
にしなければならない。
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